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主語 N₁が動作主主語の場合 
A: 主語 N₁がヒトを表す名詞の場合: プロトタイプ(典型事例) 
B: 主語 N₁がヒトに準ずる組織や機構を表す名詞の場合: メトニミーによる
プロトタイプからの拡張事例 
A と B: 「N₁の N₂」の関係が必ず存在するわけではない。ただし、主語 N₁が
目的語 N₂の変化をコントロールできなければならない。 
 C: 主語 N₁がモノを表す名詞の場合: メタファーによるプロトタイプからの
拡張事例 
 D: 主語 N₁が出来事を表すコト名詞の場合: メタファーによるプロトタイプ
からの拡張事例 
 C と D: 「N₁の N₂」の関係が必ず存在するわけではない。主語 N₁が目的語 N₂
との間に因果関係が存在しなければならない。 
主語 N₁が経験者主語の場合 
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声の調値は荊州方言ではそれぞれ 55・213・42・35 に対応する。 












見母字 /k/ /k/ /tɕ/ /tɕ/ 
渓母字 /kh/ /kh/ /tɕh/ /tɕh/ 











 荊州方言で疑母字の文白異読の現象は 2 つのパターンがある。 
 
パターンⅠ 

















































声の調値は荊州方言ではそれぞれ 55・213・42・35 に対応する。 












見母字 /k/ /k/ /tɕ/ /tɕ/ 
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Ⅰ 孽 /iæt/ /iə/ /iə/ /iə/ 三等開口入声 
牛 /iəu/ /iou/ /iou/ /iou/ 三等開口平声 
Ⅱ 岩 /am/ /ai/ /iən/ /iən/ 二等開口平声 
崖 /æi/ /ai/ /ia/ /ia/ 二等開口平声 
咬 /au/ /au/ /iau/ /iau/ 二等開口上声 
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